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1. はじめに

　本学では、2016年度よりプログラミング教育の充実に向けた体制

整備を進めてきた。初年度には基礎的なプログラミング授業の設計お

よび教材開発を行い、教員間の連携による教育支援体制の構築を図っ

た。その後、教育実践を通じて得られた知見をもとに、カリキュラム

全体における情報リテラシー教育の位置づけを再検討した。さらに、

文部科学省が2021年度に開始した「数理・データサイエンス・AI教

育プログラム認定制度」を受け、2022年度より本学として本格的に

AIおよびデータサイエンス教育の推進に取り組んでいる [1][2]。今日

では、あらゆる分野においてAIやデータサイエンスの活用が不可欠と

なっており、分野横断的な教育実践の重要性が増している。本稿では、

2022年度から2025年度までの本学におけるAI・データサイエンス

教育の取り組みを整理し、その成果と課題について報告する。

2. 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度とは

　デジタルハリウッド大学は、2005年の開学以来、「デジタルコミュ

ニケーションを基盤とした創造的人材の育成」を理念として、デジ

タルスキルと表現力を兼ね備えた人材の輩出を目指してきた。こう

した教育の中核にAIやデータサイエンス教育を体系的に位置づける

ことは、社会のデジタル化が急速に進む近年、極めて重要な課題で

ある。「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」は、

デジタル時代の「読み書きそろばん」ともいえるもので、全国の大学

におけるAIリテラシー教育の質保証と社会的認知を目的として創設

された。本学もこの理念に賛同し、2022年度にリテラシーレベル、

2023年度に応用基礎レベルの選定、2025年度にリテラシーレベ

ルプラスの選定を受けている。

　現在、リテラシーレベルは 592 校、応用基礎レベルは 366 校

の大学が認定を受けており、全国の大学数 811 校に対する認定率

はそれぞれ 72％、45％である。さらに、認定を受けた教育プロ

グラムの中から特に優れたものが「リテラシーレベルプラス」「応用

基礎レベルプラス」として選定されており、リテラシーレベルプラ

スの認定校は 32 校、応用基礎レベルプラスは 25 校で、選定率は

約 3％である。
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　デジタルハリウッド大学は、2021 年度に文部科学省が創設した「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」

に申請し、2022 年度に「リテラシーレベル」、2023 年度に「応用基礎レベル」、2025 年度に「リテラシーレベルプラス」と、

段階的に認定プログラムを拡充してきた。本制度は「学生にとって読み書きそろばんのように数理・データサイエンス・AI を

身近なものにする」ことを目的として創設され、現在リテラシーレベルは 592 校、応用基礎レベルは 366 校の大学が認定を

受けており、全国の大学数 811 校に対する認定率はそれぞれ 72％、45％となる。さらに、認定を受けた教育プログラムの

中から特に優れたプログラムが「リテラシーレベルプラス」「応用基礎レベルプラス」として選定され、リテラシーレベルプラス

の選定校は 32 校、応用基礎レベルプラスは 25 校であり、選定率は約 3％となる。プラス選定においては、授業内容や学生

への学習支援内容、地域・産業界・海外大学との連携、学習効果、先進性・独創性・波及可能性など、総合的な評価が加味

される。本稿では、リテラシーレベルの教育プログラム開発からリテラシーレベルプラス選定に至るまでの 4 年間の取り組み

を振り返り、その成果と課題について報告する。

図1：教育プログラムに求められる内容（出典：文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」[1]）
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3. DHU数理・データサイエンス・AI教育プログラムの
取り組み

　2021年3月、本学では教職協働で描く未来構想として「DHU2025

構想のエッセンシャル版Webサイト『DHU 2025 AGENDA』」を公

開した。その中で、内部質保証体制の確立として認証評価における

「長所」の獲得を掲げていた。こうした方針のもと、文部科学省が

創設した「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」

に申請することは、本学が同分野の教育に本格的に取り組む姿勢を

示す重要な機会であった。認定を取得することで、教育成果の社会

的評価や本学教育の信頼性向上が期待されるだけでなく、学生に

とっては数理・データサイエンス・AIを体系的に学ぶ道筋が明確に

なり、学習意欲やキャリア形成への動機づけにもつながることが期

待された。

　幸いにして本学は、開学当初よりプログラミングに関する演習授

業を設置しており、C++（現在はPython）、C#、PHP、Linuxなど

を学ぶことが可能であった。また、座学ではAIやエンジニアリテラ

シーに関する科目も提供していた。これらの授業を組み合わせるこ

とで、「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の認定要件を

十分に満たすことが可能であり、認定取得に向けた具体的な準備が

整っていた。

3.1 DHU数理・データサイエンス・AI教育リテラシーレベルの認定
　リテラシーレベルとは、基本的な知識・スキルの習得を目的とし、

専門分野にかかわらず「全学生が共通して理解すべき基礎力」を養う

とされているが、筆者らは、2021年度に策定された認定要件を精

査し本学のシラバスと照合した結果、認定対象科目として「エンジ

ニアリテラシー」「プランニング基礎」「統計基礎」「Officeリテラシー」

「特別講義E」を選定し申請を行った。これらの科目は、開学当初

より提供していたプログラミングやAI関連の演習、座学と組み合わ

せることで認定要件を十分に満たすことが可能であった。

　申請を通じて、本学は数理・データサイエンス・AI教育に本格的

に取り組む姿勢を示すとともに、教育成果の社会的評価や信頼性の

向上、さらに学生の学習意欲やキャリア形成への動機づけにも資す

ることを期待した。この取り組みにより、2022 年度にリテラシー

レベルの認定を受けることができた。

図2：DHU数理・データサイエンス・AI教育リテラシーレベルその他の補足資料

図3：検討委員会資料「科目整理リスト」
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3.2 DHU数理・データサイエンス・AI教育応用基礎レベルの認定
　応用基礎レベルとは、数理・データサイエンス・AI教育におけ

る中級段階の学習レベルであり、学生が自らの専門分野で応用可能

な基礎力を身につけることを目的としている。具体的には、データ

分析手法やプログラミング技術を実務的な課題に応用できる能力を

養うことが求められる。また、統計、AI、プログラミングの基礎知

識を踏まえ、より実践的な演習やプロジェクト型学習を通じて課題

解決力や分析力を高めることも含まれる。本学においては、開学当

初より提供していた演習授業や座学をもとに、認定対象科目として

「ICT技術概論」「コンピュータ技術」「特別講義E」「プログラミング

演習Ⅰ」「プログラミング演習Ⅱ」を選定し、2023年度に申請を行っ

た。これらの科目は、リテラシーレベルで学んだ基礎的知識・スキ

ルを応用的に活用できる内容となっており、学生が専門分野におい

て実践的に数理・データサイエンス・AIを活用できる能力を養うこ

とを目的としている。申請を通じて、本学は教育プログラムの質向

上と学生の学習成果の社会的評価を図るとともに、より実践的な学

習機会の提供によって学生のキャリア形成への動機づけにも寄与す

ることを期待した。この取り組みにより、2023年度に応用基礎レ

ベルの認定を受けることができた。

図4：DHU数理・データサイエンス・AI教育リテラシーレベル取り組み概要

図5：DHU数理・データサイエンス・AI教育応用基礎レベル取り組み概要

4. 認定後の課題について

　2024年度までのリテラシーレベル、応用基礎レベルの修了者数は、

それぞれ10名、8名にとどまっており、修了者が少ない状況が続い

ていた。背景としては、学生への周知が十分でないこと、また複数

科目の単位を修得しなければならない構成が、レベルとしての難易

度を上げてしまっていることが挙げられる。このため、履修者の裾野

を広げ学習意欲を喚起するための取り組みが課題となっていた。



62© 2025 Digital Hollywood University DHU JOURNAL Vol.12  2025

5. 認定プログラムの改善と工夫

　履修オリエンテーションでの案内を強化し、プログラムの存在と

意義を学生に広く周知した。また、実務家を招いた特別講義やプロ

ジェクト型演習を増設することで、学生が主体的に学習に取り組む

機会を拡充した。さらに、デジタル技術を活用し、修了証明書にブ

ロックチェーンを導入することで、社会的信頼性の向上と学生の学

習達成感の可視化を図った。しかし、これらの取り組みにもかかわ

らず修了者数は増加せず、より大胆な改善施策の実施が必要である

と判断した。他大学の事例では、必要科目を絞り、必修課題とする

ことで単位修得率を高めていたことから、本学においても認定対象

科目の見直しやカリキュラム改善が検討された。

6. リテラシーレベルプラス選定への取り組みと成果

　本学では、修了者数の増加や学習意欲の向上を目的として、複数

の施策を展開した。まず、実務家や現役で活躍する専門家をゲスト

として招く「特別講義」を実施した。筆者はこの特別講義を担当して

おり、あるとき学生から「呼びたいゲストがいる」との相談を受けた。

臼井拓水氏の講義は学生間で大きな話題となり、本学生の予約は約

200名、他大学の学生も含めると約700名に達し、本学における

最も反響の大きい講義となった。この学生の関心と反響を受け、臼井

氏には数理・データサイエンス・AI 科目の設計を依頼し、その後

本学特任准教授に就任いただく運びとなった。次に、リテラシー

レベル、応用基礎レベルの認定対象科目を一本化し、新たに「生成

AI基礎」「生成AI時代のビジネススキル応用」を設定することで、修了

生数の増加を目指すカリキュラム改善を行った。これらの科目は

履修希望者が600名を超え、本学学生の約1/3が希望する科目と

なり、修了者数の大幅な増加につながった。また、ChatGPTの無償

利用を臼井氏の授業で導入し、特別授業の開講や技術向上を図る

取り組みを行うことで、学生が主体的かつ実践的に学習に取り組む

環境を整備した。さらに、企業との連携においては、キャリアセン

ターが中心となり、企業ゼミやインターンシップを一貫してコーディ

ネートした。スピード感ある対応と柔軟な実施体制により、企業のニー

ズに合わせた最適なプログラムを実現し、学生が実務経験を通して

学習した知識やスキルを現場で応用できる機会を提供した。加えて、

実践的スキルの育成を目的として2024年度に設立された「ハッカー

部」では、2025年度にセキュリティ資格「Evasion Techniques 

and Breaching Defenses」の受験を行い、OSEP資格の取得を目指

す活動を展開した。これにより、教育プログラムの内容と連動した

実践的スキルの習得機会も提供された。

　これら一連の施策により、本学は2025年度にリテラシーレベル

プラスの選定を受けることができた。現在、リテラシーレベルプラ

スの選定校は32校であるが、私立大学では本学が9校目となる。

実務家連携、カリキュラム改善、企業ゼミなどの産学連携、先進技

術の活用、そして学生主体の活動推進といった施策の組み合わせが、

プラス選定取得に大きく寄与したと考えられる。また、本学の取り

組みは、文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム

認定制度」令和7年度プラス選定校の好事例としても紹介された。

図6：DHU数理・データサイエンス・AI教育リテラシーレベルプラス取り組み概要
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7. おわりに

　デジタルハリウッド大学における数理・データサイエンス・AI教育

プログラムの開発から認定・選定取得に至るまでの取り組みを振り

返った。認定・選定取得にあたっては、授業の組み合わせやカリキュ

ラム整備、学生主体の活動など、多面的な施策を実施したことが、

特にリテラシーレベルプラス選定の取得に大きく寄与したと考える。

今後は、科目構成や履修形態の改善、学習意欲をさらに喚起させる

施策を継続的に推進し、より多くの学生が数理・データサイエンス・

AIの基礎力を確実に身につけられる環境の整備を進めていく。本取

り組みを通じ、学生が数理・データサイエンス・AIを日常的に活用

できる力を育成するとともに、社会で活躍できる専門力の向上に

寄与することを目指し、今後も教育プログラムの改善と発展に努め

ていく。
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